総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ5　小課題番号5.3　氏名（所属）村上正浩（工学院大学）
著書

1. 村上正浩、後藤治、計画当初の建築法規・消防法、その後の変化、新建築2010年9月別冊　日本IBM本社ビル1971-2009 建築とファシリティマネジメントのライフタイム記録、株式会社新建築社、pp.164-166、2010年9月

査読付き論文

1. なし

国際学会論文（査読付も含む）

1. なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 村上正浩、久田嘉章、高度利用市街地の震災対策―新宿駅周辺地域を事例として―、地域防災研究論文集　第3巻、2011年3月（投稿中）
2. 村上正浩、高度利用市街地が抱える災害医療問題とその解決に向けて－新宿駅西口地域をモデルケースにして－、リスク対策.com、Vol.22、pp.76-79、2010年11月

3. 村上正浩、大学と地域が連携した減災への取り組み、新都市、
64-10、pp.74-77、2010年10月
　
招待講演　　
1. 村上正浩、情報共有技術による減災対策、宮津与謝消防組合　地域ICT利活用広域連携事業、宮津与謝消防組合防災センター、2011年3月

2. 村上正浩、新宿新都心における医療機能継続、社団法人日本建設業団体連合会総合企画委員会　ＢＣＰワーキンググループ　ＢＣＰセミナー、経団連会館、2011年2月

3. 村上正浩、都市防災とまちづくり、八王子市学園都市大学いちょう塾「工学院大学発・まちづくり学」、八王子東急スクエア、2010年11月

4. 村上正浩、工学院大学を中心とした地震防災の取り組み、危機管理に関する勉強会、東京YWCA 会館、2010年11月

5. Masahiro Murakami, Damage-mitigation Measures of High-rise Buildings in Collaboration with Neighboring Community at Large-scale Disasters, The International Forum on the Special Challenges of Mega City and the Solutions for Fire Safety, Korean Institute of Fire Science & Engineering, Samsung Fire & Marine Insurance Co. Ltd, Seoul Metropolitan Government, Seoul, Korea, Oct. 2010
6. 村上正浩、新宿・新都心における地震防災の現状と課題、第23回行政研修（係長級特別課程）、工学院大学、2010年10月

7. 村上正浩、わたしたちのくらしと自然災害、西新宿小学校、2010年10月
8. 村上正浩、災害時に地域が連携する応急救護について、平成22年度エステック街区共同防災・防火管理協議会下期定例会、エステック情報ビル、2010年9月
9. 村上正浩、地域と連携した減災への取り組み、新宿高層ビル街区災害医療研究会、エステック情報ビル、2010年8月
10. 村上正浩、震災時における都市の被災イメージと医療機関及び地域の連携のあり方、平成22年度病院等における防災訓練説明会、東京都庁、2010年7月

口頭発表
1. 柴山明寬、村上正浩、久田嘉章、高梨健一、末松考司、大野 晋、アクティブRFID を用いたリアルタイム在館・避難状況把握に関する研究、第13回日本地震工学シンポジウム、日本地震工学会、つくば国際会議場、2010年11月

2. 村上正浩、久田嘉章、大規模ターミナル駅周辺の高度利用市街地における駅周辺滞留者対策・救急災害医療対策に関する研究、第13回日本地震工学シンポジウム、日本地震工学会、つくば国際会議場、2010年11月

3. 久保智弘、久田嘉章、村上正浩、超高層ビルにおける負傷者推定のためのオフィス家具の固定状況に関する調査、第13回日本地震工学シンポジウム、日本地震工学会、つくば国際会議場、2010年11月

4. 久保智弘・久田嘉章・村上正浩、都心の超高層ビルにおける負傷者推定のためのオフィス家具の固定状況に関する調査、日本建築学会2010年度大会
、日本建築学会、富山大学、2010年9月

5. 柴山明寛・村上正浩・久田嘉章、電池内蔵型ICタグによるリアルタイム避難状況把握システムの開発、日本建築学会2010年度大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

6. 海沼大樹・村上正浩・久田嘉章・小宮山甫・平本達也・久保智弘、大学を拠点とした地域減災体制の構築に関する研究（その4）　地域住民との協働による地震防災対策、日本建築学会2010年度大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

7. 小宮山甫・村上正浩・久田嘉章・平本達也・海沼大樹・久保智弘、大学を地域防災拠点とした地震防災に関する研究（その3）　新宿駅周辺滞留者対策訓練、日本建築学会2010年度大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

8. 平本達也・村上正浩・久田嘉章・小宮山甫・海沼大樹・久保智弘、大学を地域防災拠点とした地震防災に関する研究（その2）　超高層キャンパスの地震防災訓練、日本建築学会2010年度大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

9. 村上正浩・久田嘉章・小宮山甫・平本達也・海沼大樹・久保智弘、大学を地域防災拠点とした地震防災に関する研究（その1）　超高層キャンパスの防災計画の検討、日本建築学会2010年度大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

外部資金の獲得

1.地方自治体公的資金
委託事業、平成２２年度四谷地域防災訓練企画運営等業務委託、新宿区、期間：2010年4月から2011年3月、研究代表者：村上正浩、交付額：3,000千円
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

1. なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 防災力クライシス、NHKスペシャル、NHK、2011年1月17日
2. 新宿駅西口地震防災訓練リポート、BosaiPlus、2010年10月15日
3. 新宿区地元医師会と連携で震災訓練、TOKYO MX NEWS、東京MX、2010年10月5日
4. 超高層ビルで首都直下地震想定し訓練、NHK首都圏ニュース、NHK、2010年10月5日

5. 村上正浩、防災の日スペシャル　災害医療として負傷者対策の取り組み、NHKラジオ、2010年9月1日

6. 村上正浩、難民から救助者へ、東京新聞朝刊、2010年8月31日

7. 村上正浩、NHK防災パーク、NHKプロモーション、2010年8月28日・29日

8. 村上正浩、災害医療にとってのDCPリスク対策.COM、Vol.20、2010年7月25日

9. 大学の地域防災活動への参画、平成22年版防災白書、2010年6月

http://www.bousai.go.jp/hakusho/h22/bousai2010/html/honbun/0b_toku_04.htm
10. 村上正浩、地域連携で防災研究、毎日新聞朝刊、2010年4月27日
11. 村上正浩、地域防災支援、東京新聞朝刊、2010年6月14日
博士

1. なし
修士1名

学士12名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. International Forum in Shinjuku: Urban Community-based Disaster Education through ESD

ESD としての都市コミュニティ防災教育：国際フォーラムin 新宿、主催：ユネスコ・アジア文化センター、共催：工学院大学、工学院大学、2011年2月16日から18日
2. 文部科学省新規学習ニーズ対応プログラム『首都直下地震に備える施設管理者への減災対策および復旧復興マネジメント教育プログラム』報告会、主催：工学院大学、工学院大学、2011年1月25日
3. １０月５日西口地域多数傷病者訓練の報告と今後の取り組みについて －地域を繋ぐ災害医療づくりに向けて－、主催：新宿高層ビル街区災害医療研究会・新宿区医師会・新宿駅周辺防災対策協議会・新宿区区長室危機管理課、工学院大学、2010年12月2日
4. The 9th International Symposium on Advanced Technology-ISAT9-、主催：工学院大学、2010年11月5日
5. 新都心の地域減災セミナー（全7回）、主催：工学院大学、2010年5月25日から2011年1月25日
6. 「災害医療にとってのＤＣＰ～帰宅困難と治療困難～」シンポジウム、主催：財団法人都市防災研究所、工学院大学、医療業務地区ＤＣＰ施設連携構想検討委員会、ＢＣＰプログラム開発委員会(新都心の地域減災セミナー)、工学院大学、2010年5月11日
